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【報道用資料】

全国のコカ･コーラ

「森に学ぼう」プロジェクトが

7月 18日（火）よりスタート
～森の仕組みや大切さを楽しく学べるウェブサイト「森の博士」認定試験もスタート～

http://cocacola.co.jp/mori　<PCのみ>

コカ･コーラシステムは、環境分野における社会貢献活動の一環として、特に水資源保護活

動を目的とした「森に学ぼう」プロジェクト（主催：コカ･コーラシステム　後援：環境省

（申請中）、林野庁）を 7月 18日（火）よりスタートします。

このプロジェクトは、次世代を担う子どもたちが、森林について「知る」、森林の大切さを

「学ぶ」、さらに全国各地で行われるコカ･コーラシステム主催の環境保全活動に参加し「体

験する」ことを通じて、自然保護の大切さを「理解する」ことを目的としたものです。
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「森に学ぼう」プロジェクトは、子どもたちの森林に対する知識を高め、さらに実体験を

通して自然への理解を深めてもらうために、以下２つのプログラムで構成されています。

〔１〕シンボルプログラム「森の博士」

子どもたちに環境への関心・自然保護の大切さの理解を深めてもらうことを目的に、東京

農業大学 森林総合科学科教授　宮林茂幸先生監修のもと、ウェブサイト「森の博士」

（　http://cocacola.co.jp/mori　<PC のみ>）をオープン。インターネット上で森の仕組み

や大切さについて、子どもだけでなく大人まで楽しく本格的に学べるサイトです。

本サイトで学んだ森に関する学習成果を試す「森の博士」認定試験や、全国の

ボトラー社が実施する環境にまつわるイベントの告知・活動報告レポートなどさまざまな

コンテンツで構成されています。

＊「森の博士」認定試験について

小学校高学年から中学生までを対象に、本サイトで学んだ森に関する学習成果を試すクイズです。

本サイトで学んだ様々な森林の神秘や大切な役割について、10 問の設問が出題されます。全問

正解すると「森の博士」に認定され、認定証が送られるとともに会員登録されます。「森の博士」

に認定された会員には、各地のボトラー社で行われる環境保全イベントの案内が届き、さまざま

な自然学習イベントや森林保護活動で活躍していただく機会を提供します。

○「森の博士」監修者プロフィール
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幸氏　　東京農業大学　森林総合科学科教授

森林と人間の健全な関係や持続的な森林利用および保全のあり方について、経済学や社

会学、教育学、フィールドワークなどの手法を用いての研究、農山村と年との交流に関

する研究などで活躍。また世田谷区と群馬県川湯村との自動の体験活動を通じた交流に

参加するなど多数の交流活動や森林ボランティア活動の実践指導を行う。

経歴：　　1975年　東京農業大学農学部林学科　卒業

　　　　　　　　　2000年　東京農業大学農学部森林総合科学科教授

　　　　所属：　　日本林学会評議員
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ナショナルトラスト協会理事

林野庁「企業の森林整備活動に関する検討会」（平成 18年）座長など



〔２〕ボトラー社が全国各地域で展開する環境保全プログラム

全国各地域にて、ボトラー社が自然や生態系の大切さを学んでもらうことを目的に、地

域に根ざしたボトラー社だから実施できる具体的な活動を通じて「森に学ぼう」プロジェ

クトを展開します。青少年やファミリーを対象に、山林や水源地での植林活動や水や森林

とふれあう環境体験学習、森林保護に関する講演会などそれぞれ各地域の森林環境に合わ

せた地域密着型の環境保全活動・イベントを実施し、子どもたちに水資源保護活動への積

極的な参加・体験の機会を提供します。

＜コカ･コーラシステム各社の活動実施予定＞

内容 開催時期

北海道コカ･コーラボトリング 道民の森でエコロジープログラムを開催 10月上旬
みちのくコカ･コーラボトリング 岩手山山麓にモミジを植樹 9月 23日
仙台コカ･コーラボトリング 白石蔵王地区で「うるおいの森づくり」をスタート 10月
利根コカ･コーラボトリング 奥日光でネイチャーゲーム開催 8月 12日
三国コカ･コーラボトリング 荒川上流の森づくりプロジェクト 10月下旬予定
東京コカ･コーラボトリング 東京都指定森林環境保全地域で環境イベントを開催 8月 26日
コカ･コーラ セントラル ジャパン 宮ヶ瀬湖で、水や森林、生き物と触れ合う 8月 20日
北陸コカ･コーラボトリング 高岡古城公園で写生大会を開催 7月 26日
四国コカ･コーラボトリング 善通寺市にて「赤とんぼの街づくり運動」開催 10月予定
コカ･コーラウエストグループ

コカ･コーラウエストジャパン

近畿コカ･コーラボトリング

三笠コカ･コーラボトリング

鳥栖市大石谷の国有林保全活動

京都工場と近隣の森林、河川で、体験型環境教育を実施

長浜ドーム内にコカ･コーラの森

6月末～10月
9月予定
10月 25日～3日間

南九州コカ･コーラボトリング 第 7回「ネイチャリング in立田山」開催 11月予定
沖縄コカ･コーラボトリング 国頭村の森林にリュウキュウマツを植樹 11月 26日



ご参考

【コカ･コーラシステムの環境への取り組みについて】

持続可能な発展に向けて、事業活動にともなう環境負荷の低減に取り組むとともに、企業

市民として、明日の世代の地球環境を守るための環境啓発活動に努めています。

＜事業活動における環境マネジメント＞

コカ･コーラシステムでは、独自の環境マネジメントシステム「eKO（イー･ケー･オー）シ

ステム」を 2002 年より段階的に導入し、2005 年より統合運用を開始しました。製造、物

流、販売、回収・リサイクルまでの全業務プロセスにおいて、環境負荷の低減と経営効率

の向上を追求します。eKOシステムでは、「水」「エネルギー」「廃棄物」といった清涼飲料

業界の主な環境負荷である 3 つの項目を中心に、さまざまな改善プログラムを実施してい

ます。水資源管理プロジェクトの推進をはじめ、温暖化防止への取り組みの一環として、

2010年までに製造部門の CO2排出量原単位を 10％削減（2004年比）する中長期目標を策

定しました。また、製造工程における廃棄物の再資源化や空容器の回収・リサイクルに取

り組むなど、循環型社会づくりに貢献しています。

＜環境教育・コミュニケーション活動＞

コカ･コーラシステムでは、「いっしょにできることがある」を合言葉に環境保全活動や美

化活動、環境ボランティア活動の表彰など、地域に密着した環境コミュニケーション活動

を通じて、環境意識啓発を行っています。また、企業市民として、うるおいのある社会づ

くりを目指し、次世代を担う子供たちが明るい未来に向かって大きくはばたくことを願い、

「スポーツ」「文化・教育」「環境」の分野を中心にさまざまな活動を展開しています。地

域社会とともに歩む企業市民として、今までも、そしてこれからも、より豊かな人、地域、

社会づくりに貢献していきます。

【コカ･コーラシステムについて】

日本のコカ･コーラシステムは、原液を製造し供給する日本コカ･コーラと各地域で製品の

製造・販売を行うボトラー社や関連会社などで構成されています。25 を超えるブランド、
約 60のフレーバー、200以上のパッケージを日本全国の消費者に提供しています。世界で
最も価値のあるブランド「コカ･コーラ」をはじめ、「ジョージア」コーヒー、ブレンド茶

「爽健美茶」、スポーツドリンク「アクエリアス」、総合キッズ飲料「Qoo（クー）」は、各
飲料カテゴリーを代表するブランドとして広く親しまれています。

詳細は、http://cocacola.co.jp をご覧ください。

＜本件に関するお問い合わせ先＞

日本コカ･コーラ株式会社　コーポレイトブランディング＆コミュニケーションズ本部

広報担当　TEL03-5466-8120

お客様からのお問い合わせ先　TEL0120-308509


